
薬学部履修ガイド 

５．成績評価 

 （１）評価の条件 

   成績評価を受けるには、当該科目について、次の各号が満たされていなければなりません。満たされて

いないときは失格となります。 

   ①講義及び演習は開講時数の３分の２以上、実習は開講時数の５分の４以上出席していること。 

②講義及び演習は原則として試験を受験していること。 

③科目担当教員の指示事項を実行していること。 

 

（２）評価区分 

 授業科目の成績評価の区分と成績指数は次のとおりです。 

得点(％) 評価区分 成績指数 

90～100 Ｓ（秀） ４ 

80～89 Ａ（優） ３ 

70～79 Ｂ（良） ２ 

60～69 Ｃ（可） １ 

0～59 Ｄ（不可） ０ 

 ・失格の場合はＸとなります。また、単位認定された科目についてはＮが記載されます。 

 ・定期試験又は追試験で成績評価が Dとなり一定以上の成績を収めた場合、再試験等の再評価を受ける

ことができます。再評価終了時の成績評価は Cまたは Dとなります。 

・成績評価に対する異議申し立ては、年度当初に公表される成績開示期間に受け付けます。 

 ・上記評価区分を変更する場合には初回授業時あるいはガイダンス時に予め学生に周知します。 

 

（３）成績評価指数（GPA）の算出 

成績評価指数は以下の方法で算出されます。 

ⅰ 種類 

① 当該学期での学修結果に対する GPA-S（＝GPA for Semester） 

② 1年次から当該学期までの学修結果に対する GPA-T（＝GPA for Terms） 

ⅱ 算 出 式 

    GPA算出対象科目は履修登録した科目です。ただし、自由科目、履修規程第４条第８項及び第９項に

より履修した科目、並びに学則第 19 条の規定により認められた単位については GPA の対象から除外し

ます。単位認定された科目は除きます。 

              科目の（単位数✕GP）の総和 
GPA＝ 

履修登録し、評価を受けた科目の総単位数 

 

（４）成績一覧表 

   成績一覧表は第１期から第４期の定期試験後に HUS-UNIPAに掲載します。各科目の成績評価に関し、疑

問な点がある場合は、成績開示期間に科目担当教員へ問い合わせてください。その他、学業成績に関して

疑問な点がある場合は、教務課に問い合わせてください。 

 

 

 



（５）GPAによる学修指導 

   各学期の学業成績（GPA-S）における成績不振者には、クラス担任から面談等を通じて指導又は勧告が

行われるとともに、保護者へ文書を送付します。内容は次のとおりです。 

  ① 注意：2学期連続して GPA-Sが 1.30未満の者 

  ② 警告：3学期連続して GPA-Sが 1.30未満の者 

  ③ 退学勧告：同一学年次に 2回原級留年となった者又は 4学期連続して GPA-Sが 1.30未満の者 


